
3月は卒業、お引越し等で新生活に向けての準備の季節。

新たな気持ちで家具の購入をお考えの方も多いは

ず・・！？

そこで、長岡市内のお店特集第3弾として、今号ではお洒

落な家具をたくさん取り扱う有名ショップ『S.H.S 

SWEET HOME STORE』様（担当：新野様）にお伺いし

て、インタビュー形式でお話しを聞いて参りました！！

大変参考になるお話しでしたのでぜひ皆様ご一読くださ

い！！

〒940－0825

長岡市高畑町660

℡ 0258-32-5771

FAX 0258-32-5774

OPEN 10:30～

CLOSE 19:00

定休日：不定休

☆ 家具を選ぶ時のポイント
【新野さん】

まず、お部屋のサイズに合った家具を選ぶということです。ドアの開口やク

ローゼットの位置窓の位置で、同じ体積のソファーであっても置けないことがあ

ります。置いたとしてもドアにぶつかってしまう、収納が機能しなくなるという

ことがあります。

自分の部屋の状況を把握してから家具をお選びいただいた方が良いと思います。

部屋には入るけど、置けない事があります。結果お客様のイメージとならないこ

とがあります。

TVの位置が決まってくると、ソファーの位置が決まってきます。お住まいを建て

られる前に、ここにテレビを置いたらソファーはこの位置、と確認してイメージ

を持つと良いと思います。

【笹崎】

では図面を持参して、そこからアドバイスもいただけますか？

【新野さん】

はい。サイズ感とイメージをお伝えできます。インテリア雑誌やテレビや映画

のインテリアと、自分のライフスタイルにあったインテリアって違ってきますの

で、自分のライフスタイルを見直してどういう家具が必要かを考える事も無駄を

省くことになります。一気に揃えるのではなくて、今の自分のライフスタイルを

考えて必要な物と後で買い足せる物を考えて選ばれると良いと思います。予算の

中で全部選ぶと、本当に欲しいと思っていたものが買えなかったりしますよね。

『どういう部屋にしたらいいかわからない』と御質問をいただくことがあります。

一番初めにお店に来て見ていただいてお話をされて、二回目に来ていただいたと

きにまたお話をお聞きすると、最初の来店の時のお話や二回目にお店に来られる

までに本などからの情報で、より具体的なイメージを持たれる方が多いです。な

ので、色々見ることが大事だと思いますね。

時間があるときに家具を見たり食器を見たり、だんだん自分の好みを理解されて

いく方のほうが、こだわって満足される方が多いですね。今予定がなくても例え

ば7年後に建てると言う時に、7年間見続けて出来た自分のイメージができていま

すから。

【笹崎】

家具の流行はありますか？

【新野さん】

より素材感のあるものをお選びになる方が増えましたね。値段は張りますが、

人の手の加わった、職人の手で作られたもの。御自身でお手入れが出来るもの。

最近農業がクローズアップされていますが、家具も自分で育てていく感覚がお好

きな方が増えました。

【笹崎】

面白いですね。家具を育てるとはどういうことですか？

【新野さん】

家族の成長とともに家具もあり方や使い方が変わってきますので。今のお住ま

いではどうかわかりませんが、昔は子供の成長を柱に刻んでいったのが、今では

柱を覆ってしまうじゃないですか。なので子供の成長を刻む場所がない。そうい

う時に私達が説明するのは、無垢の家具があれば、子供の付けたキズを残しなが

ら子供の成長を楽しむ事が出来ますよね。そのキズを削ってしまわれる方もいれ

ば、それは残して保湿クリームだけ塗って仕上げていく方。それはそれぞれで良

☆ 家具についてのお手入れの方法
【新野さん】

家具によってそれぞれ違うので、そのつど御質問があれば承って、実際お家

に伺ってメンテナンス方法をお伝えすることもできます。基本的に本革も天然

木もエアコンの風が直に当たるような所に置かれますと、素材が傷んでしまう

可能性があります。特に本革はいくら表面に光沢がかかっていても、堅くなる

と劣化して切れることもあります。さすがにそこまでに至った方はいらっしゃ

らないですけど。それと直射日光は避けてもらった方が良いですね。逆に湿気

の多いお家ですと、マットですとカビの原因になったりしますので、壁にまで

結露が伝わったりするお家の場合は、特にマンションアパートに多いのですが、

除湿機を置かないと生えてしまうこともあります。

【笹崎】

これからお住まいを建てる方へ、家具の映える間取りについて教えて下さい。

【新野さん】

TVの置く位置は吟味された方がいいと思います。どんどんTVが大きくなって

いるのに、TVをまっすぐ置けないお家、斜めにしないと置けない間取りがあり

ます。窓があってそれがはき出し窓でそこには置けない。細長い間取りで、し

かも長手方向に和室が隣接していてソファーが置けない。テレビからソファー

までの距離がとれない。入り口をつぶしてしまうわけにもいかないので、和室

入り口から最低60センチは明けますよね、ソファーが90センチ、これでもう150

センチ使いますね。

このサイズ感を知らない方が結構多いと思います。ハウスメーカーさんが入れ

てくれる参考の家具のサイズの絵って意外とちっちゃい場合があるので、ゆっ

たりしたサイズのソファーでないと意味がありません。しっかり直角に座るわ

けではないですから。サイズ感をある程度頭に入れられて、知識を持ったうえ

でお家を建てると満足した配置が出来ます。

☆ これから新生活を始められる方に一言
【新野さん】

焦って決めるよりは、ゆとりを持って『まだ家具は必要ないな』とか、そう

思わずにどんどんいろんなものを見てから決定されることが大事だと思います。

後は御自身と一緒に住まわれるパートナーの方、家族の方のライフスタイルを

考えてお部屋づくりをすることが、皆満足してもらえる秘訣なんじゃないで

しょかね。

【笹崎】

パートナーの方と意見が合わないときはどうすればいいんでしょうか？

【新野さん】

家具のお好みによっては、女性はかわいらしいものが好きで、男性はかっこ

いいものがお好きというのがあるかと思いますけど、それは二人の話し合いと

いうのは、どっちかが譲ってとか、お部屋ごとにここは女性好みのお部屋とか

分けてもいいと思うのですけど、その根本的な合う合わないというのもお互い

を思い合って、お互いのライフスタイルを知ってあげると、『なんで反対する

の』ということにならないと思います。

『あなたはこういう生活のスタイルだから、もっとこんな風にした方が過ごし

やすくなるんじゃないかなと思って』と、相手を思って提案してあげると相手

も悪い気はしないですよね。それは主婦のお客様がおっしゃってました。

【笹崎】

家具選びで相互理解が深まる可能性もありますね。

【新野さん】


